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アミティホール建替え 議会答弁 
 
① 中途半端でない規模の施設が必要では 

アミティホールは、開館以来、各種学校行事や吹奏楽連盟、合唱連盟などが行う 

大規模な演奏会のほか、西宮市芸術祭、西宮市民音楽祭、講演会など、昨年度は、約16万人が

利用されており、芸術鑑賞の場としてだけではなく、市民文化の発表の場としても利用されており、

本市の文化行政の中核をなす施設である。 

アミティホールの再整備にあたっては、これらを踏まえ、どのような機能が必要かを十分に検討し、

特にホールの規模、リハーサル室、控え室の機能の充実は勿論、施設そのものが街の賑わいづ

くりに貢献できるような新しい施設となるように検討する。 

 

②  各種団体へのヒアリング調査の内容について 

アミティホールを含む市内の市民ホールの在り方について、専門的な意見を反映させるために、

現在、専門家、芸術文化団体などからヒアリング調査を行っている。  

これまで定期的に利用し、集客力のある一般の音楽関係団体や学校関係から施設の利用状況、

現行アミティホールの課題、再整備後のホールに対するご意見をお聞きし、西宮の顔になるよう

なシンボリックなものにしてほしいなど、新しいホールに対する期待を表明されたものや、座席数

や練習室の充実など、施設規模に関すること、利用上のルールなど運用面に関することなどに、

多くの団体からご意見をいただいた。 

今後は、市民対象のワークシッョプを開催するなど、様々なご意見をいただき、計画に反映させて

いく。 

 

③ 市は兵庫県立芸術文化センターがあるので、新ホールは小規模でよいと考えているのか 

芸文センターは2005年に開館し、世界の一流の芸術を触れ楽しむことのできる場として国内外

の様々なアーテイストによるコンサート、オペラ、バレエ、演劇など、年間 600 公演を実施し、県内

外から約 50 万人が来館される日本屈指の劇場である。 

一方、アミティホールは、市民が自ら文化芸術を体験し、発表、交流する場として市民に親しまれ

ており、市民が気軽に文化芸術に触れ楽しむことができる市民利用のための施設として位置付

けている。 

このように、両者の役割は明確に異なっており、懸念されたような「芸文センターがあるから新ホ

ールは小規模でよい」とは、市は考えていない。他にはない西宮ならではのコンセプトやテーマを

盛り込み、後世に誇れるアミティホールとなるよう検討する。 


